










 本研究は 2011 年度の地域貢献事業である「出張陶芸クラブの創設」の継続研究事業とし
て行った。昨年は大学の作業療法学科の設備である陶芸窯を活用し、教員や学生ボランティ
アが必要な用具を持って施設に赴いた。そこで参加者に作りたいものを作って頂き、作成


















の過程があるため「成形」と「色付け」の二度の工程に分け、2 週間から 1 カ月の期間を
空けて複数回行った。 
 アンケートは陶芸活動終了後に実施した。アンケートの項目は「1.活動についてとても







 陶芸の実施期間は平成 24 年 9 月～平成 25 年 3 月。実施回数は 20 回、延べ 250 人の参加
者と述べ 22 名の学生ボランティアに協力を得て実施した。アンケートは陶芸活動終了後に


















  喜びを得られたと思う。 
  など、合計 29 の回答を得た。陶芸が施設では非日常的な活動であること、学生との交   




 •「孫のプレゼント」、「ご飯の時に使う」など楽  
  しそうに話されていたこと。 
 •「米寿の記念になるように」とデザインについ  
  て一生懸命考えて発言していた。 
 •「上手くは出来なかったけど、愛着が湧いたわ」 
  と自室に飾る花瓶を作った利用者が発言され  
  ていたこと。 
 •夫婦で参加されている利用者様が「おそろいの  
  物が出来てうれしい」と話されていた。 
 •みなさん「楽しかった」と言っていた。 











  など合計 26 の回答を得た。普段よりも真剣に取り  
 組んでいる様子や、落ち着きのない人が集中して取  
 り組んでいるなど、施設内での日常の姿とは違った  
 面が見れたことが多く語られていた。 
 
5．学生の参加について（5 段階の選択式解答）  
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 •完成後それぞれのポーズで写真に写っておりとても満足げだった。  
 •施設には陶芸の施設、設備がないのでまた来てほしい。 
 •毎年継続してほしい、他の曜日にも来てほしい。 
 •沢山の学生が来て下さりとても助かった。もっとより大勢の学生に来てほしい。 
 •作品のサンプルがもっとあると作りやすいと思います。 
 •利用者と学生がふれあえる機会ができて良かった。 
 ･初めての人でも学生が丁寧に接してくれるので安心して任せることが出来た。 
 
Ⅴ．考察 
 今回のアンケートの結果より、出張陶芸、学生ボランティ
アの参加、活動の継続についてはほぼ全員が前向きな解答を
していた。その理由としては、作業活動としての陶芸の特性、
参加者の変化、出張陶芸の実施方法の 3 つに分類できると考
えられる。 
 
1.作業活動としての陶芸の特性  
 今回の陶芸は粘土から成型し素焼きを行い、各自の自由に絵柄を決めて頂くように行っ
た。一般に成型や色付けなどは自由度が高いと難易度が高く実施時には困難が生じやすい。
しかし、今回は見本を見たり、どのような形にするのかを紙に書いたり、研究者や学生ボ
ランティア、施設職員と共同して行うことですべての参加者が自分自身の作品を完成する
ことが出来た。それにより障害や認知面に問題があってもすべての参加者が作品を完成さ
せることが出来、作業中の集中や積極性、満足感や達成感を得ることができ、職員の前向
きな回答につながったと考える。 
 
2.参加者の変化  
 アンケート結果より参加者のいつもとは違う表情や様子が見られたという解答が多かっ
た。普段は帰宅願望が強かったり、活動に参加しない人が真剣に、また楽しんで陶芸を行っ
ていた。これは陶芸の作業活動としての作業の特性に加え、自分自身で作品を作るという
ことや、どのような作品を作るか、また作った物をどのように使うのか、誰のために作る
のかと言った、作業に対する意味を見いだしやすいということが考えられる。参加者の中
には米寿の記念、孫へのプレゼント、亡き夫への仏壇に飾る、などその人その人固有の参
加する意味が生まれていた。その目的意識の違いが普段とは違った様子を見せることにつ
ながったと考えられる。 
 
3.出張陶芸の実施方法  
 今回の陶芸活動は施設内で行われる日常的な活動ではなく、普段行っていない非日常的活
動であったこと、陶芸は道具や設備が必要で施設内では行いにくい活動であること、出張
という形態で外部から人が来るということ、そして学生ボランティアや職員も一緒に参加
することで、参加者と学生との交流が生まれ、一緒に考えながら、協同作業で行えたこと
が前向きな回答に結び付いたと考えられる。 
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Ⅵ．まとめ 
 以上のアンケート結果から出張陶芸の効果について参加者に個々に良い効果を生み出す
可能性が示された。高齢者施設には不定期的にボランティアや慰問活動など外部者が活動
を提供している。陶芸の様に個人的な意味を生み出しやすい活動や職員、ボランティアス
タッフと協同することにより参加者に良い影響をもたらすことが示唆された。今後は出張
陶芸の継続方法や実施時方法の改良、参加者個々人の影響について検討していく。 
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